
黄色枠の項目が記入または選択できます

【お客様情報】

〒

【製品情報】

必須オプション品　※いずれか選択

選択オプション品

※1:システム型番は「システム型番早見表」(2ページ)を参照して適合する型番を入力してください。

【一次販売会社情報】

〒

【販売会社情報】

〒

【施工会社情報】

　上記案件に付、次ページ以降に記載したとおり、工事説明書に準拠し設置工事、点検を行い、異常なく完了いたしました。

〒

印

ニチコン株式会社　NECST事業本部　ESシステムサービスグループ

〒103-0026　　東京都中央区日本橋兜町14番9号

【弊社記入欄】

ご担当者様

ES-T6H5

フリガナ

会社名

型　　　　　　番 ※1

ES-R8C

V2Hポッド用

ウォールハンガー

V2Hポッド用

ポール

固定・携帯

ご連絡先

ES-R8

V2Hシステム

V2Hスタンド据置設置用

脚セット

蓄電池2段積みラック

ES-T6H7

ご連絡先

固定・携帯

FAX

ES-T3H4

ES-T6H2

装備の有無

パワコン用

日除け板

パワコン用

取付ボード

ES-T6H6

ES-CSMC

蓄電池(屋内)

7.4kWh
ES-BSM

ES-CSXC

ES-T6

ES-CSM

ES-CSX

蓄電池(屋外)7.4kWh

蓄電池7.4kWh

増設蓄電池(屋外)14.9kWh

増設蓄電池14.9kWh

        　　 年      　     　   月      　     　   日

ご連絡先

市・区・

町・村・郡

増設蓄電池

19.9kWh
ES-DYL

ES-PL1

フリガナ

会社名

住所
都・道

府・県

住所

　ESS-
システム

ご担当者様

室内リモコン

都・道

府・県

FAX

市・区・

町・村・郡

市・区・

町・村・郡

受付日

良・否

フリガナ

会社名

ｻｰﾋﾞｽ

処理日

点検・検査

結果

都・道

府・県

【送付先】

ご担当者様
ニチコン

施工ID

住所

管理

No．

固定・携帯

FAX

工事

完了日

ニチコン株式会社殿

【 業 務 用 】　トライブリッド蓄電システム　設置完了報告書

フリガナ

お客様名

設置場所

様

様
ご連絡先

固定・携帯

固定・携帯

都・道

府・県

年　   　 月  　  　日報告日

市・区・

町・村・郡

増設蓄電池(屋内)

14.9kWh
ES-BSX

EVの有無

型　　　番

型　　　番 設置有無 製　造　番　号

ES-B11A

ES-T6H1

ES-B13A

備考

型　　　番

自動切替開閉器 ES-B9E

メーカー 車種

パワーコンディショナ

ES-T6CK

選択
製造番号

自動切替開閉器(本体銘板記載)

蓄電池

9.9kWh
ES-DYL

ES-T5

ES-T5CK
自動切替開閉器盤

所有している／所有していない

 1 ESS-T5/T6***設置完了<Ver1.4>



※1:システム型番は「システム型番早見表」(2ページ)を参照して適合する型番を入力してください。

＜システム型番早見表1＞

＜システム型番早見表2＞

ESS-T5L1

/

ESS-T6L1

ESS-T5L1VPL

/

ESS-T6L1VPL

ESS-T5Z1

/

ESS-T6Z1

ESS-T5Z1VPL

/

ESS-T6Z1VPL

ESS-T5VPL

/

ESS-T6VPL

室内リモコン 〇 〇 〇 〇

システム

型番

ESS-T5M1

/

ESS-T6M1

ESS-T5M1VPL

/

ESS-T6M1VPL

ESS-T5MG1

/

ESS-T6MG1

ESS-T5MG1VPL

/

ESS-T6MG1VPL

ESS-T5X1

/

ESS-T6X1

ESS-T5X1VPL

/

ESS-T6X1VPL

ESS-T5XG1

/

ESS-T6XG1

ESS-T5XG1VPL

/

ESS-T6XG1VPL

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

V2Hシステム 〇 〇 〇 〇

増設蓄電池

19.9kWh

〇 〇 〇 〇

増設蓄電池(屋外)

14.9kWh

蓄電池

9.9kWh

〇 〇

増設蓄電池(屋内)

14.9kWh 〇 〇

蓄電池(屋外)

7.4kWh
〇 〇 〇 〇

パワー

コンディショナ
ES-T5/ES-T6　

蓄電池(屋内)

7.4kWh
〇 〇 〇 〇

ES-T5CK/ES-T6CK

〇 〇〇

〇 〇

〇〇

ESS-T5CKVPL

/

ESS-T6CKVPL

〇 〇〇 〇

ESS-T5MGCKVPL

/

ESS-T6MGCKVPL

ESS-T5XGCK

/

ESS-T6XGCK

ESS-T5MGCK

/

ESS-T6MGCK

ESS-T5XGCKVPL

/

ESS-T6XGCKVPL

パワー

コンディショナ

蓄電池

7.4kWh

増設蓄電池

14.9kWh

V2Hシステム

室内リモコン 〇 〇 〇

システム

型番
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１．各機器の設置状況確認

パワーコンディショナの前面/左側面/右側面/上面/下面のスペースを記入してください。

※1： パワーコンディショナの上面が地上から1800mm を超えるところには設置できません。

(ただし、豪雪地帯では2500mm を超えるところ)

※2： パワーコンディショナの下面は地上から700mm 以上のスペースを確保してください。

※3： V2H スタンドをパワーコンディショナの真下に設置する場合、V2H スタンドの離隔距離を確保してくださ い。

なお、V2H スタンド等、上面方向に発熱する機器をパワーコンディショナの真下に設置する場合、

外 気温が40℃以下でも出力抑制が起こる可能性があります。

※4： 発熱しない屋外設備をパワーコンディショナの真下に設置する場合、

パワーコンディショナと屋外設備の離隔距離が400mm 以上となるよう設置してください。

パワーコンディショナ設置状況写真 機種銘板の写真（製造番号が読み取れる写真）

※パワーコンディショナ左側面の銘板を撮影してください。

設置場所

対象/対象外

パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ

側面図正面図

壁

mm mm

mm

mm

mm

mm
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蓄電池ユニットあり(ES-DYL以外)の場合、前面/左側面/右側面/上面/背面のスペースを記入してください。

■屋内設置：ES-BSM/ES-BSX

※1： 扉など解放可能な場所であれば最短 40mm まで可能です。

■屋外設置：ES-CSM/ES-CSMC/ES-CSX/ES-CSXC

※1： PF管コネクタを背面に設置する場合は250mm以上のスペースを確保してください。

【省スペース設置（屋外設置）】

以下のような設置条件と離隔距離を確保可能な場合、壁からの設置スペースが約550mmの場所に設置可能です。

※1： パワーコンディショナと接続する配線は蓄電池ユニット左側面に通線してください。

※2： 蓄電池ユニットを基礎に対して後ろ寄せに設置し、基礎を壁に寄せてください。

※3： 作業スペースやメンテナンススペースのため、片側550mm以上、反対側900mm以上のスペースを確保してください。

（（例）左側面スペースA：550mm以上、右側面スペースA：900mm以上）

蓄
電
池
・
増
設
蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

(

E
S

‐
D
Y
L
以
外

)

対象/対象外

対象/対象外

対象/対象外

対象/対象外

正面図 側面図

壁

正面図 側面図

壁

mm

mm

mm

mm

mm mm

mm

mm

※ESS-T5/T6□CKは
設定がありません。

mm

正面図 側面図

mm mm

mm

mm
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■屋内設置：ES-CSMC/ES-CSXC

※1： 扉など開放可能な場所であれば最短 40mm まで可能です。

※2： 横幅方向が狭い場所に設置する場合は、上面500mm以上のスペースを確保可能であれば、左右側面

150mm以上のスペースで設置可能です。上面のスペースから蓄電池ユニットと床を締結している背面側

ナット2ヶ所を確認しながら固定してください。

※3： 側面から配線する場合は蓄電池ユニット脚部が突き当たる位置まで壁に寄せることが可能です。

その際、脚部のナット固定はラチェットのエクステンションバー等を用いて締結してください。

増設蓄電池ユニットを設置する場合、蓄電池ユニット～増設蓄電池ユニット間の寸法を記入してください。

■屋内設置：ES-BSM/ES-BSX ■屋外設置：ES-CSM/ES-CSX

■屋外/屋内設置：ES-CSMC/ES-CSXC

※1： 作業を行うためのスペースの目安です。

※2： 背面の離隔距離（180mm 以上）は、パワーコンディショナとの配線を左側面、

1 段目と2 段目の蓄電池をつなぐ配線を右側面で行った場合は、100mm まで縮小可能です。

※3： 蓄電池2段積みラック設置面（基礎上面）からの必要なスペースです。

対象/対象外

対象/対象外

蓄
電
池
・
増
設
蓄
電
池
ユ
ニ
ッ

ト

(

E
S
‐

D
Y
L
以
外

)

対象/対象外

対象/対象外

対象/対象外

対象/対象外 蓄電池2段積みラック(ES-T3H4)を設置する場合、前面/左側面/右側面/上面/背面のスペースを記入してください。

140mm以上～950mm以下

正面図 側面図

mm

※推奨は左右または前後で隣接させた設置です。
※ESS-T5/T6□CKは設定がありません。

mm mm

mm

mm mm

左右設置の場合

前後設置の場合

正面図 側面図

mm mm

mm

mm

mm

※ESS-T5/T6□は
設定がありません。
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蓄電池ユニットあり(ES-DYL)の場合、前面/左側面/右側面/上面/背面のスペースを記入してください。

■屋内設置：ES-DYL

※1： 扉など開放可能な場所であれば最短 40mm まで可能です。

※2： 屋外設置時と同じスペースが確保可能であれば2人で作業を行ってください。

確保できない場合には上記離隔距離を確保して一人で作業を行ってください。

※3： 配線を行わない側面側（背面から配線する場合は左右どちらか）は150mm以上の作業スペースを確保してください。

（（左側面から配線した場合の例）左側面スペースB：30mm以上、右側面スペースB：150mm以上）

【省スペース設置】

以下のような設置向きと背面からの配線を確保可能な場合、省スペースに設置可能です。

ただし、下記奥行方向700mmは左右の作業スペースが開放されている条件です。

対象/対象外

蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

(

E
S

‐
D
Y
L

)

対象/対象外

対象/対象外

側面図正面図

mm mm

mm

mm

※ESS-T5/T6□CKは
設定がありません。

mm

mm

mm

mm

mm

mm
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■屋外設置：ES-DYL

※1： PF 管コネクタを背面に設置する場合は185mm 以上のスペースを確保してください。

※2： 遮光板等移動可能な設置物であれば最短 40mm まで可能です。

【省スペース設置】

以下のような設置向きと離隔距離を確保可能な場合、壁からの設置スペースが約700mm の場所に設置可能です。

※パワーコンディショナと接続する配線は蓄電池ユニット背面に通線してください。

対象/対象外

蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

(

E
S

‐
D
Y
L

)

対象/対象外

正面図 側面図

mm mm

mm

mm

※ESS-T5/T6□CKは
設定がありません。

mm

正面図 側面図

mm

mm mm mm mm
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蓄電池ユニットを増設設置する場合、蓄電池ユニット～蓄電池ユニット間の寸法を記入してください。

屋外省スペース設置時に蓄電池ユニットを2 台設置する場合は、蓄電池ユニットを背中合わせに設置し、

以下のスペースを確保してください。

蓄電池ユニット/増設蓄電池ユニット設置状況写真 機種銘板の写真（製造番号が読み取れる写真）

※フロントパネルを取り付ける前に撮影してください。

対象/対象外
蓄
電
池
ユ
ニ
ッ

ト

(

E
S
‐

D
Y
L

)

蓄
電
池
・
増
設
蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

対象/対象外

mm

140mm以上～1450mm以下

正面図 側面図

mm mm

mm
mm

mm mm
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V2Hシステムありの場合、前面/左側面/右側面/上面/背面のスペースを記入してください。

■壁掛け設置

※1： V2Hスタンドの上面が地上から1800mm を超えるところには設置できません。

(ただし、豪雪地帯では2500mm を超えるところ)

設置条件を満たしていない場合、点検・修理等を行う際に足場の設置費用を請求する場合があります。

※2： V2Hスタンドとパワーコンディショナを併設する場合、各離隔距離を確保してください。

※3： V2H スタンドの下側には吸気の妨げとなるようなものを設置しないでください。

■据置設置

※1： V2Hスタンドをパワーコンディショナの真下に設置する場合も、V2Hスタンドの離隔距離を確保してください。

※2： パワーコンディショナ設置後にV2Hスタンドを設置する場合は、パワーコンディショナを養生して作業してください。

※3： V2Hスタンド下側に接続されるPF管を地中に埋設可能な場合は100mmまで縮小可能です。

V2Hスタンド設置状況写真 機種銘板の写真（製造番号が読み取れる写真）

※V2Hスタンド左側面の銘板を撮影してください。

対象/対象外

対象/対象外

V
2
H
ス
タ
ン
ド

対象/対象外

正面図 側面図

正面図 側面図

壁

mm

mm
mm

mm

mm

mm

mm

mm
mm

mm

mm
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V2Hシステムありの場合、前面/左側面/右側面/上面/背面のスペースを記入してください。

■壁掛け設置の場合

■ポール設置の場合(A:地面(コンクリート)に設置、B:地中基礎に設置)

※1： ポール（下側）から突出したPF管をポールの中に通すため、設置高さのポッドの上面に800mm以上の距離が必要となります。

（施工時のみ必要）

V2Hポッドの上面に800mmが確保できない場合は以下を参照ください。

• 基礎は、ポール中心から地面と水平に1500mmの空間（下図円上）が１方向作れるように配置してください。

• ポール（上側）の設置は、倒したPF管にポール（上側）を通して取り付けてください。

※2： 150mmまで縮小することが可能ですが、その際、全長が150mm未満のトルクドライバーが必要です。

V2Hポッド設置状況写真

V
2
H
ポ

ッ
ド

対象/対象外

対象/対象外

対象/対象外

正面図 側面図

壁

正面図 側面図

壁
mm

mm

mm mm

mm

mm

mm
mm

mm

mm
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室内リモコン設置状況写真 機種銘板の写真（製造番号が読み取れる写真）

※室内リモコン裏面のシリアルラベルを撮影してください。

２．太陽電池の設置状況確認及び開放電圧測定

V V V V V

A A A A A

V V V V V

A A A A A

V V V V V

※1:PV5の項目はESS-T6シリーズのみ記載します。

３．併設機器の設置状況確認　

kW

kW

定格出力：

有  (　　　　台)　・　無　　　

メーカー ： 型式：

型式：

　　　　　※ニチコン指定の適合機種であること

定格出力：

メーカー ： 

有/無有/無

.

.

有/無

.

.

確認内容 チェック

PV2PV1 PV3

.

.

.

５．上記以外の併設機器 (風力発電など)
　 　HEMSも含む

確認項目

１．外付け太陽光発電の有無

２．太陽光発電パワコンの型式

　　(１．で「有」の場合のみ記入)

３．エコキュートの有無

② × ④
※15A以下

モジュール開放電圧
実測値

チェック

４．エネファーム、エコウィルの有無

.

上記以外の併設機器がありましたら、種類/型式を記入してください

有  (メーカー：　　　　　　　　型式：　　　　　　　　　　　　　　)　・　無

有  (メーカー：　　　　　　　　型式：　　　　　　　　　　　　　　)　・　無

PV4

接続箱の有無

① × ③ が450V以下であること　かつ　② × ④が16A以下であること

PV5※1回路

判定基準 ：

① × ③
※450V以下

モジュール短絡電流
カタログ値(②)

直列数 (③)

室
内
リ
モ
コ
ン

有/無

.

メーカー

型式

並列数 (④)

有/無

.

モジュール開放電圧
カタログ値(①)
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４．絶縁抵抗測定

測定方法 ： 工事説明書の「絶縁抵抗測定」参照

判定条件 ： パワーコンディショナの各端子の絶縁抵抗が1MΩ以上であること (DC500Vレンジ)

判定条件 ： パワーコンディショナの各端子の絶縁抵抗が0.4MΩ以上であること (DC500Vレンジ)

判定条件 ： パワーコンディショナの各端子の絶縁抵抗が0.4MΩ以上であること (DC500Vレンジ)

※1:PV5の項目はESS-T6シリーズのみ記載します。

５．各機器の試運転開始前点検

確認項目

絶
縁
抵
抗
測
定

確認内容

－E間 －E間 －E間 －E間

自
動
切
替
開
閉
器
/
自
動
切
替
開
閉
器
盤

MΩ

PV1_＋ PV１_－

MΩ

６．ケーブルの確認

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

PCS_FG線 ：
　【ESS-T5シリーズ】　IV5.5sq（緑）
　【ESS-T6シリーズ】　IV8sq（緑）

－E間

チェック

１．ブレーカの確認 蓄電システム用ブレーカがOFFであること

－E間 －E間

BT_＋ BT_－

系統_U 系統_N(O)

－E間 －E間

MΩ

簡易工事説明書、丸型端子などの同梱を確認すること

２．外観の確認 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

３．引き込み口の確認 引き込みエリアから外線を引き込むこと

４．端子台の確認

電線が誤配線なく接続されていること

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと

５．内部の確認
内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと

自動切替開閉器通信ケーブル ： 専用ケーブル（20m/40m）

－E間

MΩ MΩ MΩ MΩ MΩ MΩ MΩ MΩ

－E間 －E間 －E間

MΩ

系統 / 自立ケーブル ：
　【ESS-T5シリーズ】
　　CV5.5sq×3C（～20m）、CV8sq×3C （20m～30m）、CV14sq×3C （30m～40m）
　【ESS-T6シリーズ】
　　CV8sq×3C（～15m）、CV14sq×3C （15m～30m）、CV22sq×3C （30m～40m）

PV5_＋ PV5_－

チェック

－E間

PV2_＋ PV2_－ PV3_＋ PV3_－

MΩ

V2H_＋

－E間

PV4_＋ PV4_－

系統_W

－E間

V2H_－

MΩ

－E間

MΩ MΩ MΩ

※1 ※1
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傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

周りにガス、引火物がないこと

２．外観の確認

３．周辺の確認 周りにガス、引火物がないこと

コネクタがしっかりと接続されていること

４．内部の確認
付属品を確認すること

内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

３．周辺の確認

蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

６．端子台、
    コネクタの端子確認

電線が誤配線なく接続されていること

１．ブレーカの確認 蓄電池ブレーカがOFFであること

蓄電池増設通信ハーネス ： 専用ケーブル

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

蓄電池増設電力ハーネス ： 専用ケーブル

増設BT_FG線 ： IV8sq（緑）

蓄電池増設ケーブルセット（ES-DYL用） ： 専用ケーブル（3m）

２．外観の確認

内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと

５．ケーブルの確認

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

蓄電池ケーブル ： CV8sq×2C（～20m）、CV14sq×2C（20m～40m）

BT_FG線 ： IV8sq（緑）

蓄電池通信ケーブル ： 専用ケーブル（5m/20m/40m）

４．内部の確認

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと

増
設
蓄
電
池
ユ
ニ

ッ
ト

２．周辺の確認 周りにガス、引火物がないこと

３．内部の確認 内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと

５．端子台、
    コネクタの端子確認

電線が誤配線なく接続されていること

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと

コネクタがしっかりと接続されていること

４．ケーブルの確認

１．外観の確認

コネクタがしっかりと接続されていること

リモコンケーブル ： 専用ケーブル（20m/40m）

AC_CTケーブル ： 専用ケーブル（20m/40m）

PV_CTケーブル ： 専用ケーブル（20m/40m）

V2Hケーブル ：  CV8sq×2C（～20m）、CV14sq×2C（20m～40m）

５．ケーブルの確認

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

系統 / 自立ケーブル ：
　【ESS-T5シリーズ】
　　CV5.5sq×3C（～20m）、CV8sq×3C （20m～30m）、CV14sq×3C （30m～40m）
　【ESS-T6シリーズ】
　　CV8sq×3C（～15m）、CV14sq×3C （15m～30m）、CV22sq×3C （30m～40m）

PCS_FG線 ：
　【ESS-T5シリーズ】　IV5.5sq（緑）
　【ESS-T6シリーズ】　IV8sq（緑）

PVケーブル1～5 ：CV3.5sq×2C　(PVケーブル5はESS-T6シリーズのみ使用)

蓄電池ケーブル ： CV8sq×2C（～20m）、CV14sq×2C（20m～40m）

BT_FG線 ： IV8sq（緑）

蓄電池通信ケーブル ： 専用ケーブル（5m/20m/40m）

自動切替開閉器通信ケーブル ： 専用ケーブル（20m/40m）

V2H通信ケーブル ： 専用ケーブル（5m/20m/40m）

蓄電池増設ケーブルセット（ES-DYL用） ： 専用ケーブル（3m）

パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ

１．開閉器の確認 PV直流開閉器1～5がすべてOFFであること　（PV5はESS-T6シリーズのみ使用）

６．端子台、
     コネクタの端子確認

電線が誤配線なく接続されていること

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと
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周りにガス、引火物がないこと

傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

２．周辺の確認

３．引込み口の確認 開口部をパテで隙間なく充填してあること

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

コネクタがしっかりと接続されていること

１．外観の確認

V
2
H
ス
タ
ン
ド

４．ケーブルの確認

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと

V2Hケーブル ：  CV8sq×2C（～20m）、CV14sq×2C（20m～40m）

V2H_FG線 ： IV8sq（緑）

V2Hポッドケーブル：CV8sq×2C（～15m）、CV14sq×2C（15m～30m）

５．端子台、
    コネクタの端子確認

電線が誤配線なく接続されていること

V2Hポッド_FG線： IV8sq（緑）

V2H通信ケーブル ： 専用ケーブル（5m/20m/40m）

V2Hポッド通信ケーブル ： 専用ケーブル（10m/30m）

V
2
H
ポ

ッ
ド

４．内部の確認 内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと

5．ケーブルの確認

端子台接続端子のネジにゆるみがないこと

各ケーブルの被覆が端子台に噛み込んでいないこと

コネクタがしっかりと接続されていること

下記のケーブル、または、それと同等以上のケーブルが使用されていること

電線が誤配線なく接続されていること

V2Hポッドケーブル：CV8sq×2C（～15m）、CV14sq×2C（15m～30m）

V2Hポッド_FG線： IV8sq（緑）

V2Hポッド通信ケーブル ： 専用ケーブル（10m/30m）

6．端子台、
    コネクタの端子確認

１．外観の確認 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

２．周辺の確認 周りにガス、引火物がないこと

３．内部の確認 内部に、腐食、汚れ、水の侵入がないこと
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６．蓄電システムの試運転

①システム構成の設定(各設定を記入)

②設定値の確認(各設定を記入)

kW

kW

太陽光発電パネルの設定 【あり/なし】【屋外/その他】

設定項目

PV余剰電力売電設定 【売電する/売電しない】

あり/なし

設定値(構成有無)

未選択

未入力

未選択

未選択太陽光発電以外の発電機器の設定 【あり/なし】

V2Hシステムの設定 【あり/なし】【車庫/その他】

蓄電池ユニットの設定 【あり/なし】【屋内/屋外】

外付け太陽光発電の設定 【あり/なし】

kW

電力会社サーバー※1

【北海道電力/東北電力/東京電力/北陸電力/中部電力/関西電力/中国電力/四
国電力/九州電力/沖縄電力】

未入力

kW

ESS-T6シリーズ

ESS-T5シリーズ

ESS-T6シリーズ

ESS-T5シリーズ

ESS-T6シリーズ

【0.0～12.5kW】

【0.0～5.900kW】

【0.0～9.900kW】

逆潮流しない

｢クリップ動作｣が上限クリップの場合【対象】

｢クリップ動作｣が常時クリップの場合【対象外】

｢クリップ動作｣が拡張型の場合 【対象/対象外】

出力制御

発電上限設定
ESS-T5シリーズ

ESS-T6シリーズ

あり/なし

9.9kW

kW

自家消費タイプ 【自家消費あり/自家消費なし/未設定】

kW

【0.0～10.0kW】

発電所ID※1 【値を入力】

出力増減変化時間※1 【5/6/6/8/9/10分】

逆潮流設定 【逆潮流する/逆潮流しない】

未入力

10分

逆潮流する/逆潮流しない

クリップ動作 【上限クリップ/拡張型/常時クリップ】

FIT契約タイプ 【FIT/非FIT/未設定】

対象外

5.9kW

契約容量の設定 【制限なし/20A～60A/7kVA～20kVA】

　　年　　　月　　　日

制限なし

設定項目

設置日 【日付を入力】

負荷接続タイプの設定 【全負荷/重要負荷】

初期値 設定値

設定値(設置場所)

屋外/その他

屋内/屋外

車庫/その他

あり/なし

全負荷/重要負荷

未選択

初期値

未選択

未選択 あり/なし

【0.0～5.900kW】

【0.0～9.900kW】

太陽光発電パネル定格

太陽光発電パネル容量

設備認定容量

未入力

5.9kW

9.9kW

未設定

5/6/7/8/9/10 分

未設定 対象/対象外

ESS-T5シリーズ

あり/なし

未入力

上限クリップ/拡張型/常時クリップ

5.9kW

9.9kW

未設定 FIT/非FIT/未設定

未設定 自家消費あり/自家消費なし/未設定

売電する

対象

売電する/売電しない

kW

kW
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③整定値の確認（各整定値を記入）

【判定なし/a接点/b接点】

「判定方式」が「判定なし」の場合

【判定なし/a接点/b接点】

「判定方式」が「判定なし」の場合

【判定なし/a接点/b接点】

「判定方式」が「判定なし」の場合

※1：ESS-T5/T6□CKシリーズは表示されません。

【50.5/51.0/51.5】

60Hz 【60.6/61.2/61.8】

判定なし

－

0.5/1.0/2.0

0.5/1.0/2.0

0.5/1.0/2.0

50.5/51.0/51.5

60.6/61.2/61.8

(Hz)

(Hz)

(秒)

【47.5/48.0/48.5/49.0/49.5】

51.0Hz/1.0秒

61.2Hz/1.0秒

復帰時限

－

「判定方式」が「a接点」または「b接点」の場合

【10s/60s/150s/300s/手動復帰】
手動復帰 10s/60s/150s/300s/手動復帰

判定なし 判定なし/a接点/b接点

109V電圧上昇抑制 【107～112V】

±3度

100.0%

95%

±3/±6/±9

(%)

50Hz 【50.10～51.00Hz/OFF】

60Hz

UFR

復帰時限 「判定方式」が「a接点」または「b接点」の場合

【10s/60s/150s/300s/手動復帰】
手動復帰

判定なし/a接点/b接点

10s/60s/150s/300s/手動復帰

(度)

(V)

(秒)

(秒)

(Hz)

(Hz)

(%)

0.5/1.0/2.0

10s/60s/150s/300s/手動復帰

判定なし/a接点/b接点

47.5/48.0/48.5/49.0/49.5

57.0/57.6/58.2/58.8/59.4

復帰時限 【10/60/150/300秒】 (秒)300秒

47.5Hz/2.0秒

10/60/150/300

57.0Hz/2.0秒

50Hz

60Hz 【57.0/57.6/58.2/58.8/59.4】

OVGR
(外部)

※1

判定方式

RPR
(外部)

※1

判定方式

－

「判定方式」が「a接点」または「b接点」の場合

【10s/60s/150s/300s/手動復帰】
手動復帰

復帰時限

UPR
(外部)

※1

判定方式 判定なし

OFR
50Hz

(秒)

110/115/120

80/85/90 (V)

0.5/1.0/2.0

初期値整定項目 整定値

【60.10～61.00Hz/OFF】

(Hz)50.10Hz

0.0/33.3/66.6/100.0周波数フィードバックゲイン 【0.0/33.3/66.6/100.0%】

受動的単独運転検出レベル 【±3/±6/±9度】

力率一定制御 【80～100％】

並列時許容周波数
60.10Hz

(V)

0.5/1.0/2.0

(秒)

(秒)

115V/1.0秒

80V/1.0秒

OVR

UVR

(Hz)
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④交流系電圧の端子電圧確認

⑤各動作の確認（専用アプリまたは室内リモコンで確認）

・系統運転時に、正常に充放電動作を行うこと

・停電運転時に、正常に放電動作を行うこと

・系統運転時に、太陽光発電電力が系統へ売電すること

・停電運転時に、太陽光発電が発電すること

・連系運転時に、本システムや他の発電機器と連携すること

・連系運転時に、正常に充放電確認を行うこと (車両を所有している場合のみ実施)

・ランプが点灯していること/端子台に正常な電圧が印加されていること/配線が正しいこと

 (車両の有無に関わらず実施)

⑥自動切替開閉器の端子電圧確認

※1:上流に契約ブレーカもしくはMCCBが無い時は測定不要

V V

負荷端子台
U－W

負荷端子台
W－N

負荷端子台
U－N

V

負荷端子台
U－N

V V V

チェック

測定方法 ： 試運転後、自動切替開閉器　の下記端子をテスターで測定

負荷端子台
U－W

負荷端子台
W－N

判定条件 ： 

交流系端子台の下記端子間をテスターで測定

V V

系統_U－系統_W間 … 202V±20V　　　系統_N(O)－E間 … 1V以下

系統_W 系統_U 系統_N(O)間 チェック

－系統_N(O)間 －系統_W間

チェック

負荷_U－負荷_W間 … 202V±20V

系統_U－系統_N間、系統_W－系統_N間 … 101±6V

上記の状態で契約ブレーカをOFF(自立モード)にして同部位を測定する。

※上流に契約ブレーカ、MCCBの設置 (あり/なし)

契約ブレーカON 契約ブレーカOFF

外付け太陽光発電

太陽光発電

蓄電池

V2Hシステム

確認項目

－ E間

V

－系統_N(O)間

系統_U

V

系統_U－系統_N(O)間、系統_W－系統_N(O)間 … 101V±6V
判定条件：

測定方法：

※1

系統端子台

予備端子台

U  N W
負荷端子台

<自動切替開閉器>
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7．最終確認

送付先： ニチコン株式会社　NECST事業本部　ESシステムサービスグループ

ブレーカ

すべてのネジに緩みがないこと

外観 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

固定 すべてのネジに緩みがないこと

外観 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

引き込み口 開口部をパテで隙間なく充填してあること

引き込み口 開口部をエプトシーラで隙間なく充填してあること(屋外はパテを使用)

蓄電池
ブレーカ

【電力会社との契約を完了し、本運転を開始した状態で引き渡す場合】

　・ブレーカがONになっていること

【後日、本運転を開始する場合】

　・ブレーカがOFFになっていること

固定

固定

【後日、本運転を開始する場合】

　・蓄電システム用ブレーカがOFFになっていること

パネル 外装フロントパネル：計3ヶ所すべてのネジに緩みがないこと

日除け板

傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

外観

　・開閉器がONになっていること

【後日、本運転を開始する場合、または現時点で車両を所有していない場合】

　・開閉器がOFFになっていること

PV直流
開閉器

開口部をパテで隙間なく充填してあること

傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

引き込み口

外観

確認項目 確認内容

TEL．03-3666-7887　　FAX．03-3666-7933
〒103-0026　　東京都中央区日本橋兜町14－９

外観 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

固定 すべてのネジに緩みがないこと

外観 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

電源スイッチ

【電力会社との契約を完了し、本運転を開始した状態で引き渡す場合】

　・室内リモコンがONになっていること

【後日、本運転を開始する場合】

　・室内リモコンがOFFになっていること

引き込み口 開口部をエプトシーラで隙間なく充填してあること(屋外はパテを使用)

室内リモコン

チェック

2

1
自動切替開閉器

/自動切替開閉器盤

6

4 V2Hスタンド

3 蓄電池ユニット

外観 傷やへこみ、汚れ、腐食、破損がないこと

パワーコンディショナ

　・契約/主幹ブレーカがON、蓄電システム用ブレーカがONになっていること

【電力会社との契約を完了し、本運転を開始した状態で引き渡す場合】

【電力会社との契約を完了し、本運転を開始した状態で引き渡す場合】

5 V2Hポッド

すべてのネジに緩みがないこと
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